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研修報告書

１．日時場所；　○○月○○日（土）○○～○○時　京都市民ホール

２．テーマ；　中小企業におけるＩＳＯ９００１の導入について

３．講　　師；　伊藤琢磨氏（白河コンサルティング代表）ほか

４．受講目的；　ＩＳＯ９００１の知識習得と導入の可否の概括的判断

５．講義概要；　（別途、当日配布されたテキストを回覧）

・ＩＳＯ９００１導入の最大の目的は企業体質の改善にある。

・これは、会社の信用向上、業務の効率化、社内活性化としてあらわれる。

・導入の失敗の多くは、認定を「看板」にするとの内在的目的により、机上でマニュアルを作成し、実際の品質管理活動と乖離したことによる。

・導入に際しての要件は、（1）経営者自身が能動的に参画し、導入の目的と自らの意向を全社員に浸透させる、（2）現場主義を徹底し、現場の実情、ノウハウ、問題点をマニュアル作成にとり入れる、など。

・導入後は、ＩＳＯ９００１を品質向上の「道具」としてつかいこなす。

６．所感

・導入費用と現業での負荷を考えると、すぐに導入することは難しい。

・ただし、一連の考え方や手法には、学ぶべき要素が数多くある。

・社内に現場主導のＩＳＯ９００１勉強会を設営することを提案したい。

以上

